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概要 

先般の世界金融危機は、米国と多くの欧州諸国の金融システムを混乱させ、幾つかの新興国
の金融システムを緊迫化させ、ほとんど全ての国の経済成長に影響を与えた。こうした事態は
新興国の国々に対して、健全な金融システムを構築することの重要性を強調することとなった。
健全な金融システムは様々な種類のショックを和らげるとともに新興国の長期的かつ安定的
な成長に必要不可欠である。 

新興国にとって内生的および外生的ショックが生じた場合にその未熟な金融市場を安定化
させることは特に大きな課題である。新興市場国の多くは、この根本的な課題に取り組むため、
健全な銀行システムの育成、より包摂的な金融システムの構築、健全な資本市場の創設を行っ
ている段階である。 

ユーロ圏の債務危機と銀行セクターの危機は、世界の経済成長と金融の安定化に再び大きな
脅威をもたらしている。欧州の財政金融統合の流れは、アジアにおける統合が欧州に比べて初
期の段階にあるものの、アジア域内の統合への重要な教訓となる。また、危機がアジアの経済
と金融の安定にもたらす潜在的なリスクを把握することが重要であり、こうしたリスクを最小
化するためにアジアの地域協力を強化する必要がある。そして、先般の金融危機以降、世界的
に金融規制改革が推進されており、バーゼル IIIの自己資本規制などの国際的な規制が策定され
た。アジアの金融機関もこうした新たな規制の影響を受けるだろう。加えて、アジアの金融市
場から欧州の銀行が撤退し、代わりに日本、オーストラリア、アジアの新興国の参入が活発で
あるなど、先般の金融危機はアジアの金融セクターに変化をもたらしている。 

本コンファレンスは、欧米及びアジア地域から研究者、シンクタンク、当局者、実務家等を
招き、アジアの金融市場の発展と安定を促進するような規制や制度のあり方について議論する
ことを目的とする。 

 



                    

 

 

議事次第（2月 25日現在）  

 

9:30－10:00 受付 

 
 

10:00－10:10 開会挨拶 

寺田 稔 内閣府副大臣兼復興副大臣 

 河合 正弘 アジア開発銀行研究所長兼 CEO 
 
 

10:10－10:35 基調講演 

 畑中 龍太郎 金融庁長官 

 ムリヤマン・D・ハダド インドネシア金融庁理事長 

 
 

10:35－12:25 【セッション１】 グローバルな金融規制改革─アジアへのインプリケーションと教訓  

議 長  ジェハ・パーク アジア開発銀行研究所副所長  

 

 「クロス・ボーダーの規制に関する欧州の経験─アジアへのインプリケーション」 
報 告 ダグラス・J・エリオット ブルッキングス研究所 経済研究フェロー 

  

コメント 三村 淳 金融庁監督局証券課長 
 

 「バーゼル IIIを含む、グローバルな金融規制改革のアジアの金融機関と経済へのインプリケー

ション」 
報 告  ピーター・モーガン アジア開発銀行研究所シニアリサーチコンサルタント 

 ビクター・ポンティネス アジア開発銀行研究所リサーチフェロー  

 

コメント シンヨン・パーク アジア開発銀行経済調査局アシスタントチーフエコノミスト 

  

 「東京市場におけるドルの流動性：ロンドン・ニューヨーク市場との比較とアジアにおける金融政

策へのインプリケーション」 
報 告  福田 慎一 東京大学大学院経済学研究科教授 

 

コメント  ピーター・モーガン アジア開発銀行研究所シニアリサーチコンサルタント 

    
  
 

12:25－13:45 休憩 

 
 
 
 



                    

 
 

13:45－15:00 【セッション 2】 アジア金融セクターの改革への課題  

議 長        大山 剛 監査法人トーマツ金融インダストリーグループパートナー 

 

 「日本における金融危機後の金融機関の監督」 
報 告 遠藤 俊英 金融庁監督局審議官 

 

コメント  林 信秀 みずほコーポレート銀行常務取締役国際ユニット長 

 タリサ・ワタナケート 元タイ中央銀行総裁 

 ジュディス・E・スンサイ フィリピン中央銀行監督検査局第一課長 

   
 

15:00－15:15 コーヒー・ブレイク 

 
 

15:15－16:45 【セッション 3】 アジア地域の規制監督体制・枠組みの強化  

議 長       ガネシャン・ウィグナラジャ アジア開発銀行研究所研究部長 

 

 「アジアのための早期警戒指標」 
報 告 吉野 直行 金融庁金融研究センター長 慶應義塾大学経済学部教授 

  中村 友哉 金融庁金融研究センター 研究官 

  

コメント チェ・スヒョン 韓国金融監督院首席副院長 

 王 申申 岡三証券グローバル金融調査部シニアエコノミスト 
 

 「アジアにおける金融包摂の推進に向けた革新的な政策と規制アプローチ」 
報 告 アルフレッド・ハニング ファイナンシャル・インクルージョン・アライアンス（ＡＦＩ） 

 事務局長 

 クラウス・プロチァスカ ＡＦＩ シニアポリシーアナリスト 

 

コメント ジュリアス・シーザー・パレーニャ 東京三菱ＵＦＪ銀行国際担当顧問 

 
 

16:45－18:00 【セッション 4】 パネル・ディスカッション：アジアにおけるこれからの金融規制  

モデレーター    河合 正弘 アジア開発銀行研究所長兼 CEO 
 

パネリスト クリスチャン・ハント 英国金融サービス機構外国銀行局投資銀行・信託銀行部門課長 

 タリサ・ワタナケート 元タイ中央銀行総裁  

 大矢 俊雄 金融庁総務企画局参事官（国際担当） 
 

 

18:00－18:10 閉会挨拶 

吉野 直行 金融庁金融研究センター長 慶應義塾大学経済学部教授 

河合 正弘 アジア開発銀行研究所長兼 CEO 
 
 

＊プログラムは事情により変更になる場合があります。 


